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(57)【要約】
【課題】　挿入部の可撓性を阻害することなく、先端部
の高熱化を防止する内視鏡装置。加えて、挿入部に湾曲
部を有する内視鏡装置であった場合、湾曲部の湾曲する
力量、および湾曲角度の低下を防止する内視鏡装置を提
供すること。
【解決手段】　本発明の内視鏡装置１は、挿入部２の先
端部６に撮像手段３０、および照明手段３１が内蔵され
た内視鏡装置において、先端部６内における内蔵物２７
、２９、３０、３１、３４間の空間部に炭素繊維４０を
配設して、炭素繊維４０を挿入部２の後方側に延設させ
た。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端部に撮像手段、および照明手段が内蔵された内視鏡装置において、
　前記先端部内における内蔵物間の空間部に炭素繊維を配設して、前記炭素繊維を前記挿
入部の後方側に延設させたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記炭素繊維は、複数の炭素繊維を束ねた炭素繊維束であることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記炭素繊維を編組されたチューブ状の炭素繊維網に形成して、前記撮像手段、および
前記照明手段に前記炭素繊維網を被覆させたことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項４】
　前記炭素繊維を編組されたチューブ状の炭素繊維網に形成して、前記挿入部の外皮内面
側に重畳するように前記炭素繊維網を積層配置したことを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡装置。
【請求項５】
　前記炭素繊維束を複数有し、
　前記撮像手段、および前記照明手段が嵌合固定される前記先端部の先端硬質部に前記炭
素繊維束の先端を夫々接続したことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記照明手段は、複数の単芯ファイバが束ねられたライトガイドバンドルを有し、
　複数の前記炭素繊維を前記ライトガイドバンドル内に混在するように挿通配置したこと
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記単芯ファイバと前記炭素繊維を前記ライトガイドバンドルの中心から周方向に向け
て順に積層配置したことを特徴とする請求項６に記載の内視鏡装置
【請求項８】
　前記炭素繊維は、ピッチ系炭素繊維であることを特徴とする請求項１から請求項７のい
ずれか１項に記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記挿入部は、湾曲部を有し、
　前記炭素繊維は、少なくとも前記湾曲部内まで延設させたことを特徴とする請求項１か
ら請求項８のいずれか１項に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体内に挿入される挿入部を備え、特に、挿入部の先端部に照明部などの発熱
部を備えた内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、医療機器の内視鏡装置は、撮像手段である撮像装置を備えており、患者
の体腔内へ導入されて、撮像装置によって撮影された観察像により、体内患部の各種検査
、各種処置などを行うためのものである。また、内視鏡装置は、体内の管腔管路である、
食道、胃、大腸、十二指腸などの消化器系、尿道、尿管、膀胱などの泌尿器系、または気
管、肺などの呼吸器系の内部を観察するため、挿入部を口腔、肛門、尿道入口などから導
入するもの、臍部近傍から体壁を穿刺して貫通させて、腹腔内へ導入するものがある。
【０００３】
　このような内視鏡装置は、先端部内に撮像手段、および照明手段を有している。これら
固体撮像素子、および照明部は、ビデオプロセッサ、光源装置などを駆動させることで、
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撮像手段、および照明手段が発熱する。これにより、内視鏡装置の使用時に、撮像手段、
および照明手段からの熱が先端部に伝わることで、先端部が高温になってしまう場合があ
る。そのため、内視鏡装置を操作する術者、体内に挿入部が導入される患者などが熱さを
感じる場合がある。
【０００４】
　このような場合を想定して先端部周辺が高温とならないように熱を低下させるものとし
て、例えば、特許文献１の内視鏡装置には、金属性の束線部材の先端を先端部に配置して
、先端部に生じる熱を束線部材によって挿入部の後端側に向けて伝達する技術が提案され
ている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２４８８３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の内視鏡装置のように、金属性の束線部材を挿入部の後端側に設け
た場合、挿入部に湾曲部を有する内視鏡装置においては、湾曲部を湾曲させるための力量
を増加させる必要があるばかりか、湾曲部の湾曲角度の低下を引き起こし易くなるという
問題がある。また、挿入部自体も、金属性の束線部材によって、可撓性が阻害されてしま
うという問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、挿入
部の可撓性を阻害することなく、先端部の高熱化を防止する内視鏡装置を提供することで
ある。加えて、挿入部に湾曲部を有する内視鏡装置であった場合、湾曲部の湾曲する力量
、および湾曲角度の低下を防止する内視鏡装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成すべく、本発明の内視鏡装置は、挿入部の先端部に撮像手段、および照
明手段が内蔵された内視鏡装置において、前記先端部内における内蔵物間の空間部に炭素
繊維を配設して、前記炭素繊維を前記挿入部の後方側に延設させた。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の内視鏡によれば、挿入部の可撓性を阻害することなく、先端部の高熱化を防止
することができる。さらに、挿入部に湾曲部を有する内視鏡装置においては、湾曲部の湾
曲する力量、および湾曲角度の低下も防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係り、内視鏡装置の構成を示す図
【図２】同、挿入部の先端部の構成を示す正面図
【図３】同、挿入部の先端部、および湾曲部の構成を示し、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ断面図
【図４】同、挿入部の先端部、および湾曲部の構成を示し、図２のＩＶ－ＩＶ断面図
【図５】同、炭素繊維束ユニットの構成を示す斜視図
【図６】同、図３、および図４のＶＩ－ＶＩ断面図
【図７】本発明の第２の実施の形態に係り、挿入部の先端部、および湾曲部の構成を示す
断面図
【図８】同、変形例の挿入部の先端部、および湾曲部の構成を示す断面図
【図９】本発明の第３の実施の形態に係り、挿入部の先端部、および湾曲部の構成を示す
断面図
【図１０】同、図９のＸＩＩ－ＸＩＩ断面図
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【図１１】本発明の第４の実施の形態に係り、ライトガイドバンドルの構成を示す斜視図
【図１２】同、炭素繊維とライトガイドファイバの配置の一例を説明するための斜視図
【図１３】本発明の第５の実施の形態に係り、挿入部の先端部、および湾曲部の構成を示
す断面図
【図１４】本発明の第６の実施の形態に係り、撮像ユニットの構成を示す断面図
【図１５】本発明の第７の実施の形態に係り、先端部の構成を示す断面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の内視鏡装置を図面に基づいて説明する。なお、以下の説明において、各
実施の形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、夫々の部
分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互間にお
いても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている場合がある。　
（第１の実施の形態）
　先ず、本発明の内視鏡装置の第１の実施の形態を図１から図６に基づいて説明する。　
　図１から図６は本発明の第１の実施形態に係り、図１は内視鏡装置の構成を示す図、図
２は挿入部の先端部の構成を示す正面図、図３は挿入部の先端部、および湾曲部の構成を
示し、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ断面図、図４は挿入部の先端部、および湾曲部の構成を示し
、図２のＩＶ－ＩＶ断面図、図５は炭素繊維束ユニットの構成を示す斜視図、図６は図３
、および図４のＶＩ－ＶＩ断面図である。
【００１２】
　図１に示す、内視鏡装置１は、挿入部２と、この挿入部２の基端に接続される操作部３
と、この操作部３から延設された複合ケーブルであるユニバーサルコード４と、このユニ
バーサルコード４の端部に配設された光源コネクタ５ａと、この光源コネクタ５から延出
する電気コネクタ５ｂと、を有している。
【００１３】
　挿入部２は、先端（前方）から順に、先端部６、湾曲部７、及び可撓管部８が連設され
た可撓性を備えたチューブ体である。操作部１０は、先端（前方）から順に、可撓管部８
の基端部を覆うように接続される折れ止め部１１と、後述する処置具挿通口１３ａが配設
された処置具挿通部１３を備えた把持部１２と、湾曲レバー１５、送気、送水、吸引の操
作、または先端部６に設けられる撮像手段、照明手段などの各種光学系操作を行うための
複数のスイッチ１６と、着脱自在で交換可能な吸引バルブ１７が配設された主操作部１４
と、を主に有して構成されている。
【００１４】
　挿入部２の先端部６には、体内の組織を撮影するためのＣＣＤ、またはＣＭＯＳの撮像
素子が内蔵された、後述の撮像ユニットにより光電変換された画像信号がユニバーサルコ
ード４を介して、電気コネクタ５ｂと着脱自在に接続されるビデオプロセッサ（不図示）
に出力される。なお、ビデオプロセッサには、内視鏡画像を表示するモニタ（不図示）が
接続される。
【００１５】
　また、本実施の形態では、挿入部２の先端部６からユニバーサルコード４にかけて図示
しない後述するライトガイドバンドルが挿通している。このライトガイドバンドルが光源
装置内の光源から照射された照明光を導光することで、内視鏡装置１は、先端部６から被
検体に向けて伝送された照明光を照射する。
【００１６】
　内視鏡装置１は、湾曲部７が上下の２方向へ湾曲するタイプであり、操作部３に設けら
れた湾曲レバー１５の回動操作によって、湾曲部７が上下（ＵＰ－ＤＯＷＮ）に湾曲され
る。尚、内視鏡装置１は、湾曲部７が上下のみの２方向に湾曲するタイプに限定されるこ
となく左右を含めた４方向（上下左右の操作によっては、軸回りの全周方向）へ湾曲する
タイプでも良い。
【００１７】
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　次に、図２から図４に基づいて、内視鏡装置１の挿入部２の先端部分の内部構成につい
て、以下に説明する。　
　図２に示すように、先端部６の先端面には、撮像窓となる対物レンズ２１と、照明窓と
なる照明レンズ２２と、処置具チャンネル２３の開口部と、が配設されている。
【００１８】
　この先端部６は、図３、および図４に示すように、金属ブロック体である先端硬質部２
０と、この先端硬質部２０の後方に嵌合された金属の硬質管２０ａと、を有し、これら先
端硬質部２０と硬質管２０ａが一体的に外皮３７に被覆されて構成されている。
【００１９】
　なお、先端硬質部２０と硬質管２０ａが重畳して嵌合された部分と重なる外皮３７の先
端外周には、糸巻接着部３８が形成され、この糸巻接着部３８により外皮３７の先端部分
が先端硬質部２０に固定される。
【００２０】
　先端硬質部２０には、複数の対物光学系２５が対物レンズ２１と共に保持するレンズ保
持枠２４を含むレンズユニットが嵌合されている。このレンズユニットの後方には、撮像
手段を構成する撮像ユニット３０が配設されている。なお、撮像ユニット３０からは、撮
像信号などの制御信号を授受するケーブル３４が延出している。このケーブル３４は、電
気コネクタ５ｂ（図１参照）まで内視鏡装置１内に配設される。また、撮像ユニット３０
は、挿入部２における発熱要素である。
【００２１】
　硬質管２０ａは、後方外周部に外皮３７が外挿固着されている。また、硬質管２０ａの
後端には、湾曲駒３５が挿嵌固定されている。湾曲駒３５は、湾曲部７内に複数設けられ
、隣接するものが枢軸部材３６によって回動自在に連結されている。
【００２２】
　また、先端硬質部２０には、先端に開口部が形成されており、この開口部にチューブ接
続管２６が挿嵌固定されている。このチューブ接続管２６は、後方の外周部に処置具挿通
用のチャンネルチューブ２７が被覆するように接続されている。このような構成によって
、上述した処置具チャンネル２３が挿入部２内に配設される。
【００２３】
　なお、湾曲部７は、回動自在に連設された複数の湾曲駒４５の外周に上述の図示しない
網管を含む上述した外皮３７が湾曲ゴムとして被覆されており、内視鏡装置１の挿入部２
における柔軟な部分を構成している。
【００２４】
　また、先端硬質部２０には、照明レンズ２２の後方に金属保持管２８に挿通するライト
ガイドバンドル３１が配設されている。このライトガイドバンドル３１は、複数のファイ
バ繊維が束ねられた照明光を伝送する照明手段である。そして、金属保持管２８は、後方
の外周部にライトガイドバンドル３１が挿通する樹脂シース２９が被覆するように接続さ
れている。　
　なお、ライトガイドバンドル３１は、光源コネクタ５ａ（図１参照）まで内視鏡装置１
内に配設される。また、ライトガイドバンドル３１は、伝送された照明光を屈折させる照
明レンズ２２に照射することで、照射光熱が生じるため、撮像ユニット３０と同様に、挿
入部２における発熱要素である。
【００２５】
　そして、先端部６、および湾曲部７の内部において、ケーブル３４を含む撮像ユニット
３０、樹脂シース２９に被覆されているライトガイドバンドル３１、および処置具チャン
ネル２３を構成するチャンネルチューブ２７の周囲には、図５、および図６に示すように
先端硬質部２０の基端面と先端が当接する位置まで炭素繊維束ユニット４０が設けられて
いる。なお、この炭素繊維束ユニット４０は、挿入部２の挿入軸に沿って、湾曲部７以降
の可撓管部８の先端部分の内部まで、または全長内に延設させても良い。
【００２６】
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　この炭素繊維束ユニット４０は、硬質管２０ａ内に、先端部分が束ねられた状態で配設
された複数の炭素繊維４０ａを有している。複数の炭素繊維４０ａの先端面は、硬質管２
０ａの先端面より基端側にずれた状態で配設されている。
【００２７】
　また、束ねられた複数の炭素繊維４０ａには、ケーブル３４を含む撮像ユニット３０、
樹脂シース２９に被覆されているライトガイドバンドル３１、および処置具チャンネル２
３を構成するチャンネルチューブ２７が配設される３つの孔部４２、４３、４４が形成さ
れている。
【００２８】
　これら３つの孔部４２、４３、４４は、撮像ユニット３０、ケーブル３４、ライトガイ
ドバンドル３１、およびチャンネルチューブ２７の外形形状に合わせて予め空間形成され
ている。これにより、炭素繊維束ユニット４０を挿入部２の先端部分への組み付け性が向
上する。
【００２９】
　つまり、撮像ユニット３０、ケーブル３４、ライトガイドバンドル３１、チャンネルチ
ューブ２７は、先端部６、および湾曲部７の内部において、複数の炭素繊維４０ａに覆わ
れた状態となっている。　
　また、複数の炭素繊維４０ａの先端面は、先端硬質部２０の基端面に当接しており、接
着剤などにより連結した状態になっていることが更に望ましい。なお、複数の炭素繊維４
０ａは、硬質管２０ａ内に配設されていると述べたが、これに限定されることなく、別の
接続管内に束ねられて配設され、先端部６内で接続管が嵌合固定されている構成としても
構わない。
【００３０】
　また、本実施の形態の炭素繊維４０ａは、湾曲部７の湾曲可変特性に影響を与えないよ
うにするため、例えば、１０μｍの直径が設定され、熱伝導率が高いピッチ系炭素繊維な
どが用いられている。このピッチ系炭素繊維は、銅の熱伝導率（約３７０Ｗ／ｍ・ｋ）の
約２～３倍、アルミの熱伝導率（約２００Ｗ／ｍ・ｋ）の約４～５倍の熱伝導率（約９０
０Ｗ／ｍ・ｋ）を有している。なお、炭素繊維４０ａは、ピッチ系炭素繊維に限定するこ
となく、例えば、ＰＡＮ系炭素繊維でも、勿論、構わない。
【００３１】
　以上に説明したように、本実施の形態の内視鏡装置１は、先端部６内、および湾曲部７
内における撮像ユニット３０、ケーブル３４、ライトガイドバンドル３１、チャンネルチ
ューブ２７などの内蔵物間の隙間に複数の炭素繊維４０ａを充填した炭素繊維束ユニット
４０を備えた構成となっている。
【００３２】
　そのため、内視鏡装置１は、先端部６内にて発生する撮像ユニット３０の駆動熱、およ
びライトガイドバンドル３１によって伝送された照明光による照射光熱が炭素繊維束ユニ
ット４０により挿入部２の後方側、つまり湾曲部７側に伝熱される。
【００３３】
　このように内視鏡装置１を構成することで、撮像ユニット３０の駆動熱、および照明光
による照射光熱による先端部６の高温化を抑制することができる。さらに、先端部６、お
よび湾曲部７に配設される炭素繊維束ユニット４０は、先端部６内、および湾曲部７内に
配設される他の内蔵物間のスペース（空間）に複数の炭素繊維４０ａを充填した構成であ
るため、先端部６、および湾曲部７の外径を大きくすることがなく、内視鏡装置１に要求
される細径化に有効である。
【００３４】
　また、炭素繊維束ユニット４０を構成する複数の炭素繊維４０ａは、夫々の直径が例え
ば、１０μｍの柔軟な極細繊維であり、本実施の形態のように挿入部２に湾曲部７を備え
た内視鏡装置１において、この湾曲部７内で接続管４１に覆われていないため、湾曲部７
の湾曲動作に影響を及ぼさないようにすることができる。なお、炭素繊維束ユニット４０
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は、挿入部２に湾曲部７を備えていない内視鏡装置１であっても、先端部６の直後の軟性
部（可撓管部８）の可撓性を阻害することがない。
【００３５】
　以上から、本実施の形態の内視鏡装置１は、先端部６の高熱化を防止すると共に、挿入
部２の可撓性、特に、湾曲部７の湾曲特性を阻害することなく、湾曲部７の湾曲する力量
、および湾曲角度の低下も防止することができる。
【００３６】
（第２の実施の形態）
　次に、第２の実施の形態の内視鏡装置１について、図７、および図８に基づいて、以下
に説明する。　
　なお、図７、および図８は、本発明の第２の実施の形態に係り、図７は挿入部の先端部
、および湾曲部の構成を示す断面図、図８は変形例の挿入部の先端部、および湾曲部の構
成を示す断面図である。また、以下の説明においても、第１の実施の形態と同一の構成要
素については、説明の便宜のため、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細な説明、お
よび作用効果を省略する。そして、本実施の形態の構成は、第１の実施の形態の構成と組
み合わせて実施しても良い。
【００３７】
　図７に示すように、本実施の形態の内視鏡装置１は、先端部６、および湾曲部７におい
て、撮像ユニット３０と、この撮像ユニット３０から延出するケーブル３４、およびライ
トガイドバンドル３１を被覆する樹脂シース２９の周囲夫々にチューブ状の網状に形成し
た炭素繊維網４７が被覆されている。なお、各炭素繊維網４７は、先端部分に撮像ユニッ
ト３０、または樹脂シース２９の外表面に密着固定された接着部４６を有している。
【００３８】
　また、炭素繊維網４７は、第１の実施の形態と同様に、熱伝導率が高い複数のピッチ系
炭素繊維などが用いられ、これら複数のピッチ系炭素繊維などが編組されて形成されてい
る。なお、炭素繊維網４７は、撮像ユニット３０から延出するケーブル３４、およびライ
トガイドバンドル３１を被覆する樹脂シース２９の全長を被覆するようにしても良い。
【００３９】
　このような構成としても、内視鏡装置１は、先端部６内にて発生する撮像ユニット３０
の駆動熱、およびライトガイドバンドル３１によって伝送された照明光による照射光熱が
炭素繊維網４７により挿入部２の後方側に伝熱して先端部６の高温化を防止すると共に、
単に、炭素繊維網４７をケーブル３４、およびライトガイドバンドル３１に被覆した構成
であるため、湾曲部７の湾曲動作に影響を及ぼさないようにすることができる。
【００４０】
　その結果、本実施の形態の内視鏡装置１も、第１の実施の形態と同じ効果である、先端
部６の高熱化を防止すると共に、挿入部２の可撓性、特に、湾曲部７の湾曲特性を阻害す
ることなく、湾曲部７の湾曲する力量、および湾曲角度の低下も防止することができる。
【００４１】
　また、炭素繊維網４７は、撮像ユニット３０、およびライトガイドバンドル３１の組み
付け前に、予め、撮像ユニット３０と、この撮像ユニット３０から延出するケーブル３４
、およびライトガイドバンドル３１を被覆する樹脂シース２９の周囲に被覆させることが
できる。そのため、撮像ユニット３０、およびライトガイドバンドル３１を挿入部２の先
端部６への組み付け性が向上する。
【００４２】
　なお、図８に示すように、内視鏡装置１は、外皮３７内面側にチューブ状の網状に形成
した炭素繊維網４９が重畳するように積層配置した構成としても良い。つまり、先端部６
、および湾曲部７において、硬質管２０ａの中途から複数の湾曲駒３５の外周部が炭素繊
維網４９に覆われ、この炭素繊維網４９に外皮３７が被覆されている。炭素繊維網４９の
先端部分は、硬質管２０ａの外周部と接着部４８により固着されている。　
　なお、炭素繊維網４９は、可撓管部８にも設けられ、挿入部２の略全長に配設されてい
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ても良い。
【００４３】
　このような構成としても、内視鏡装置１は、先端部６内にて発生する撮像ユニット３０
の駆動熱、およびライトガイドバンドル３１によって伝送された照明光による照射光熱が
炭素繊維網４９に伝熱され、その熱が後方側へ移動するため、先端部６の高熱化を防止す
ることができる。
【００４４】
（第３の実施の形態）
　次に、第３の実施の形態の内視鏡装置１について、図９、および図１０に基づいて、以
下に説明する。　
　なお、図９、および図１０は、本発明の第３の実施の形態に係り、図９は挿入部の先端
部、および湾曲部の構成を示す断面図、図１０は図９のＸＩＩ－ＸＩＩ断面図である。ま
た、以下の説明においも、第１の実施の形態と同一の構成要素については、説明の便宜の
ため、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細な説明、および作用効果を省略する。そ
して、本実施の形態の構成は、第１、および第２の実施の形態の構成と組み合わせて実施
しても良い。
【００４５】
　図９、および図１０に示すように、本実施の形態の内視鏡装置１は、先端部６から湾曲
部７の内部に延設され、撮像ユニット３０の一側部と先端部分が接着部５１により固着さ
れた第１の炭素繊維束ケーブル５２、および先端硬質部２０の基端面に先端接続部５３が
嵌入固着された複数、ここでは３つの第２の炭素繊維束ケーブル５４を有している。
【００４６】
　これら各炭素繊維束ケーブル５２、５４は、第１の実施の形態と同様に、熱伝導率が高
い複数のピッチ系炭素繊維などが用いられ、これら複数のピッチ系炭素繊維などが束ねら
れ、接着部５１、または先端接続部５３を除く後方部分が樹脂チューブにより被覆された
構成となっている。
【００４７】
　このように構成すると、第１の炭素繊維束ケーブル５２は、接着部５１から伝熱された
撮像ユニット３０の駆動熱を挿入部２の後方側、つまり湾曲部７側に熱移動する。そして
、３つの第２の炭素繊維束ケーブル５４は、先端接続部５３からライトガイドバンドル３
１が伝送する照明光が照明レンズ２２に照射する生じる照射光熱が先端硬質部２０に伝熱
された熱を挿入部２の後方側、つまり湾曲部７側に熱移動する。
【００４８】
　こうして、内視鏡装置１は、先端部６内にて発生する撮像ユニット３０の駆動熱、およ
びライトガイドバンドル３１によって伝送された照明光による照射光熱を各炭素繊維束ケ
ーブル５２、５４により挿入部２の後方側に伝熱するため、先端部６の高熱化を防止する
ことができる。
【００４９】
（第４の実施の形態）
　次に、第４の実施の形態の内視鏡装置１について、図１１、および図１２に基づいて、
以下に説明する。　
　なお、図１１、および図１２は、本発明の第４の実施の形態に係り、図１１はライトガ
イドバンドルの構成を示す斜視図、図１２は炭素繊維とライトガイドファイバの配置の一
例を説明するための斜視図である。また、以下の説明においても、第１の実施の形態と同
一の構成要素については、説明の便宜のため、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細
な説明、および作用効果を省略する。そして、本実施の形態の構成は、第１から第３の実
施の形態の構成と組み合わせて実施しても良い。
【００５０】
　図１１に示すように、本実施の形態の内視鏡装置１は、ライトガイドバンドル３１と樹
脂シース２９との間に、第２の実施の形態と同一構成の炭素繊維網４７が設けられている
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。なお、この炭素繊維網４７は、先端部６、および湾曲部７に配置される長さ範囲だけラ
イトガイドバンドル３１を被覆するように設けられていても、またはライトガイドバンド
ル３１の全長を被覆するように設けられていても良い。
【００５１】
　さらに、ライトガイドバンドル３１には、図１２に示すように、照明光を伝送する複数
の単芯ファイバであるライトガイドファイバ３１ａに混在する複数の炭素繊維４０ａが挿
通配置されている。なお、ライトガイドバンドル３１内に複数の炭素繊維４０ａを無雑作
に混入させても良いが、例えばライトガイドファイバ３１ａと炭素繊維４０ａをライトガ
イドバンドル３１の中心から周方向に向けて順に積層配置することで、ライトガイドファ
イバ３１ａによる照明光の配光が最適となり、炭素繊維４０ａによる伝熱の効率が向上す
る。
【００５２】
　このようにライトガイドバンドル３１に複数の炭素繊維４０ａを混在させることで、例
えば、幾つかのライトガイドファイバ３１ａが折れた箇所に発生する熱を炭素繊維４０ａ
により前後に分散させて、局所的な高温化を防止して、他の内蔵物への熱影響を軽減させ
ることができる。
【００５３】
（第５の実施の形態）
　次に、第５の実施の形態の内視鏡装置１について、図１３に基づいて、以下に説明する
。　
　なお、図１３は、本発明の第５の実施の形態に係り、挿入部の先端部、および湾曲部の
構成を示す断面図である。また、以下の説明においても、第１の実施の形態と同一の構成
要素については、説明の便宜のため、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細な説明、
および作用効果を省略する。そして、本実施の形態の構成は、第１から第４の実施の形態
の構成と組み合わせて実施しても良い。
【００５４】
　図１３に示すように、本実施の形態のチャンネルチューブ２７は、外周部に螺旋状に疎
巻された熱吸収コイル２７ａが設けられている。この熱吸収コイル２７ａは、例えば、銅
、アルミ、鉄などの金属コイル、またはピッチ系炭素コイルから形成されている。
【００５５】
　この熱吸収コイル２７ａは、撮像ユニット３０の側部と一端が接続されたガイド部材６
１の他端が接続されている。このガイド部材６１も、例えば、銅、アルミ、鉄などの金属
、またはピッチ系炭素から形成されている。さらに、撮像ユニット３０は、外側一部分が
チャンネルチューブ２７の外周一部と例えば、ピッチ系炭素を原料とした接着剤６２を介
して接続されている。この接着剤６２は、チャンネルチューブ２７の外周部に設けられた
熱吸収コイル２７ａと接触している。
【００５６】
　このような構成とすることで、撮像ユニット３０の駆動熱は、接着剤６２を介して、チ
ャンネルチューブ２７の熱吸収コイル２７ａに伝熱される。この熱吸収コイル２７ａに伝
わった熱は、熱吸収コイル２７ａによって、挿入部２の後方側に伝熱するため、先端部６
の高熱化を防止することができる。
【００５７】
　なお、図示していないが、上述の同様な構成として、接着剤６２を介してライトガイド
バンドル３１の樹脂シース２９とチャンネルチューブ２７の夫々の外周一部を接続し、ラ
イトガイドバンドル３１によって伝送された照明光による照射光熱を熱吸収コイル２７ａ
に伝熱して、その熱を挿入部２の後方側に移動させることで、さらに先端部６の高熱化を
防止することができる。
【００５８】
　また、撮像ユニット３０から延設するケーブル３４、およびライトガイドバンドル３１
を被覆する樹脂シース２９に熱吸収コイル２７ａを設けても良い。
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【００５９】
（第６の実施の形態）
　次に、第６の実施の形態の内視鏡装置１について、図１４に基づいて、以下に説明する
。　
　なお、図１４は、本発明の第６の実施の形態に係り、撮像ユニットの構成を示す断面図
である。また、以下の説明においても、第１の実施の形態と同一の構成要素については、
説明の便宜のため、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細な説明、および作用効果を
省略する。そして、本実施の形態の構成は、第１から第５の実施の形態の構成と組み合わ
せて実施しても良い。
【００６０】
　図１４に示すように、撮像ユニット３０は、対物レンズ２１、および対物光学系２５を
保持するレンズ保持枠２４の基端側で嵌合する撮像素子保持枠５５と、この撮像素子保持
枠５５によって保持されたカバーレンズ５６と貼着された固体撮像素子５７と、この固体
撮像素子５７と電気的に接続された基板５８と、この基板５８上に実装された電子部品な
どの複数の実装部品５９と、を有し、撮像素子保持枠５５の基部から固体撮像素子５７、
基板５８、複数の実装部品５９の周囲とケーブル３４の先端までを覆うように接着剤６０
が固着形成されている。
【００６１】
　接着剤６０は、固着成型時に固体撮像素子５７、および複数の実装部品の一部表面が露
出して外部と連通する開口部が形成された排熱用穴部である排熱部６０ａが複数形成され
ている。なお、接着剤６０は、基板５８の気密を保持するため、この基板５８の全体、お
よび固体撮像素子５７、および複数の実装部品５９との電気的接続部である、基板５８に
設けられた電気接続ランドなどが密閉されて外部へ露出しないように固着形成されている
。
【００６２】
　このような構成とすることで、撮像ユニット３０は、発熱構成である、固体撮像素子５
７、および複数の実装部品５９の熱が排熱部６０ａから外部に発散される。これにより、
撮像ユニット３０内に熱がこもり難くなり、撮像ユニット３０の温度上昇を軽減させるこ
とができる。
【００６３】
　なお、接着剤６０の排熱部６０ａを容易に形成するため、固体撮像素子５７、および複
数の実装部品の一部表面が露出するように、空気が通る通路形成された絶縁管状部材のガ
イド部材を埋め込むようにしても良い。
【００６４】
（第７の実施の形態）
　次に、第７の実施の形態の内視鏡装置１について、図１５に基づいて、以下に説明する
。　
　なお、図１５は、本発明の第７の実施の形態に係り、先端部の構成を示す断面図である
。また、以下の説明においても、第１の実施の形態と同一の構成要素については、説明の
便宜のため、同じ符号を用いて、それら構成要素の詳細な説明、および作用効果を省略す
る。そして、本実施の形態の構成は、第１から第６の実施の形態の構成と組み合わせて実
施しても良い。
【００６５】
　図１５に示すように、本実施の形態の内視鏡装置１の先端部６は、先端硬質部７０が照
明レンズを兼ねる凹レンズ機能を備えた光透過性のある透明な樹脂部材から形成され、こ
の先端硬質部７０の背面（基端面）、後方の側周面、および撮像ユニット３０、ライトガ
イドバンドル３１などが挿通して嵌合する孔面に蒸着などによる金属コーティングなどの
ミラー膜７１が成膜されている。なお、ミラー膜７１は、先端硬質部７０に接触する側の
表面が鏡処理された金属性の枠体でも良い。
【００６６】



(11) JP 2011-200428 A 2011.10.13

10

20

30

40

50

　このような構成により、ライトガイドバンドル３１により伝送された照明光は、先端硬
質部７０内に反射される光がミラー膜７１で反射して前方側に反射光（Ｌ２）として照射
されるため、外部へ照射される照明光Ｌ１、Ｌ２の光量ロスが軽減される。なお、図１５
においては、外部に照射される照明光Ｌ１、Ｌ２を先端硬質部７０と空気との光の屈折率
の違いを考慮しないで図示している。
【００６７】
　さらに、以上に説明した構成とすることで、ライトガイドバンドル３１から伝送された
照明光は、先端硬質部７０内部に反射した光が略外部に反射されるため、反射光の吸収に
よる先端硬質部７０の温度上昇も軽減することができる。
【００６８】
　以上に記載した発明は、上記各実施の形態に限ることなく、その他、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、各実施形態
には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組合
せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００６９】
　例えば、各実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発
明が解決しようとする不具合に対して、述べられている効果が得られる場合には、この構
成要件が削除された構成が発明として抽出され得るものである。
【符号の説明】
【００７０】
１…内視鏡装置
２…挿入部
３…操作部
４…ユニバーサルコード
５…光源コネクタ
５ａ…光源コネクタ
５ｂ…電気コネクタ
６…先端部
７…湾曲部
８…可撓管部
１０…操作部
１１…折れ止め部
１２…把持部
１３…処置具挿通部
１３ａ…処置具挿通口
１４…主操作部
１５…湾曲レバー
１６…スイッチ
１７…吸引バルブ
２０…先端硬質部
２０ａ…硬質管
２１…対物レンズ
２２…照明レンズ
２３…処置具チャンネル
２４…レンズ保持枠
２５…対物光学系
２６…チューブ接続管
２７…チャンネルチューブ
２８…金属保持管
２９…樹脂シース
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３０…撮像ユニット
３１…ライトガイドバンドル
３４…ケーブル
３５…湾曲駒
３６…枢軸部材
３７…外皮
３８…糸巻接着部
４０…炭素繊維束ユニット
４０ａ…炭素繊維
４２，４３，４４…孔部
４５…湾曲駒

【図１】 【図２】

【図３】
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